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性に基づく因果関係は成立しないと導くものである。それは勝義的自'性(dondam pa'i no bo 
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カマラシー ラの因果論及びプラマー ナ論の吟味とダルマキー ルティ(森山清徹)






























1. 1. 1. C.異形象知に関する吟味 耳識によっても色などが把握されることになる





1. 2. 推理に関する吟味 (P203b5-205b8，Dl86a3-188a2) (11) 




















2.2. B.同一性の能証 (svabha vahetu)に関する吟味 常住な自性を有するいかなるダルミ
ンも成立しない




































pramaI).am avisarhvadijnanam arthakriyasthiti1! / avisarhvadanam 
プラマーナとは整合性のある知である。整合性とは効果的作用の達成が確定することであるo
PVIII，v.3ab 
arthakriyasamartharh yat tad atra paramarthasat / 
この場合、効果的作用の能力があることが勝義有である。
NBI， vv.14-15 
tad eva paramarthasat //14// 










<プラマーナは言語行為によってある (PVII5a pramaI).yam vyavaharena) > <言葉はプラ




























































































































































相応しいから所遍と能遍の関係を確定するに過ぎない(29) (cf. Mal P195al-6， Dl78a5-b2)。
b.直接知覚に関するもの
①直接知覚によっては空寂 (vivikta)や無自性が知られるのではなく、効果的作用の能力
(arthakriyasamarthya)をもった実在 (vastu)が知覚される (cfMal前主張P144a8・b6，D 
134a7-b6) (制。また
②直接知覚の特性は概念知を離れ迷乱なきこと (pratyak!?amkalpanapoclham abhrantam) 













































































































































[2. 2. C. J無知覚 (anupalabdhi)によっても、それ(常住な自性を有する対象)の実在を証
明することはできない。それ(無知覚因)は否定 (dgagpa， prati$edha)を証明(Dl88b4)
し得るものである(へそれ(無知覚)は否定を証明するからである。また、まず (P206b4)













自性 (d白ospo'i白obo flid， vasturupa)に関しでも、[実在であると]証明するプラマーナは
何も存在しないから、それ故に賢者 (prek:~;avat) は、そのこと(それを証明するプラマーナ













upalabdhi) [を立証因とするもの]である。諸の賢者 (P207al)の有 (sat) という言語行為















もし、有 (sat) と無 (asat) という言語行為が、プラマーナによって遍充される(プラマー
ナによって証明されるo 整合性を有し効力を有するものに到達せしめる)ということを承認す







認めなくてはならない。それが認められるなら (P207a6)、正しいプラマーナ (tshad ma 
yod pa)によって導かれた、ある時、ある所に、これが確かに存在しているの189a5) とい































それは妥当しない。世間世俗 Ookasarhvrti)の対象を認識対象 (yulcan) とするプラマー
ナも存在すると (P207b4)以前に述べ終わっている刷。さもなければ、もし、[凡夫の常識に




( 2 )論者 (vakt~) 達が真理に関して論争 (rtsod pa)することもないであろう。すべての




































AAA : Haribhadra， Abhisamαyalamkaraloka Praj n<ρaramitavyakhya， ed.by U Wogihara， 1973. 
Mal : Kamalasila， Madhyamakaloka， P.No.5287， D.No.3887 
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〔注〕
(1) 森山 (2004c ) 
(2) 森山 (2004a) 
(3) 森山 (2004b) 
(4) cf.注側
(5) 森山 (1995) (1997) (1998) 
(6) 小林 (1986)(1988) 
(7) 森山 (1990a) pp.58-59. 
(8) 森山 (2000)pp.466-467. w廻詩論~ v.23，30. 
(9) 森山 (2004c) pp.98-110 
。。森山 (2004a) pp.12-15. 
ω 森山 (2004b) pp.266-273. 
側森山 (1995)(1997) (1998) 
ω戸崎 (1979)pp.127 














本稿 [6J Ma1和訳研究 [3.1.Jの答論
本稿 [4J a.能遍(因果関係など)の存在から所遍(勝義的自性)の確定が成立するのではな
い。 cf森山 (2004b) p.272. 
森山 (1995)p.53. 
小林 (1989)p.87. 





Ma1 (P198a5. 7， Dl81a6-7) 
森山 (1990b) pp.27-29. 
森山(1990b) pp.32-33. [An.5J. 
これは、 Ma1(P187a8-b1， Dl71b5-6)に引用される所証と能証の確定を勝義に入るためとする
PVI85，86に基づくものであろう。森山 (1990b) pp.32. [An-4J. 
森山 (1990a) pp.52-53. 
森山 (1991b) pp.1-2. 
森山 (1990a) pp.53-64. 
森山 (1991b) p.2. 
他に迷乱、無迷乱の内容に応じ段階的に直接知覚を設定するものはcfMa1 P248b5-249a7， D224 
a4-b2 
森山 (1990c ) 
(cf MAP p.233， 20-21. AAA p.636， 21-23) 
saka1aprapa白caparivarjitaparamarthasyanuku1atvadyathoktab岨ddheh













義諦(凹ramarthasatya)である。 cf森山 (1991b) pp.5-6. 































いるものであり、対象でもあり、それ(勝義)である o cf森山 (1991a) p.15， (18).， p.4，(3). 
(39) 森山 (2004c) pp.71，100-102. 
側 cfダルマキールティの利那滅論
arthakriyasamartharh yat tad atra paramarthasat / asanto 'ksanikas tasmat kramak-
ramavirodhatah / (PVin I 56) (56cd=Mal P189a7-8， D173a6-7) 
効果的作用の能力を有するものが、勝義の存在である。その場合、利那滅でないものは実在で
はない。というのは、[利那滅でないものが]継時と同時に[効果的に作用することは]矛盾す
るからである。 cf 森山 (1981)p.76.， (1995) pp.44-46. TSP ad TS16 nityasya kramak-
ramabhyam arthakriyavirodhat / TSP ad TS347では先の akramaが yaugapadyaであり、
他は同じ。 Bhiivanaksamap. [201Jにもkrama，yaugapadyaの点から常住なものを論破してい
る。他にTS394kramena yugapaccapi yasmad arthakriyakrtah / na bhavanti sthira bhava 
nih-sattsas te tato matah / MA Vad MAK8. 
(41) cf PVI 23c nityasyavyatirekitvat 
(42) cf恥1alP204a8-b1， D186b5 
yod par sgrub pa la gtan tshigs thams cad nes pa gsum las mi 'da'i phyir ro / 
森山 (2004b) p.268. 
(43) cf PVIII 85， NBII 19. 
同 cfMal (P198a5-b3， D181a6・b3)森山 (2004c) pp.98-99. 
ω)森山 (2000)pp.468-469. 








る。 cf本稿 [4J a森山(1998)p.384. 
側能遍によって所遍を確定する誤り o cf本稿 [2-2 J 
(切I) cf本稿 [4J a. Mal P195a6-b8， D178b2-179a3 森山 (1990b) 
p.33. (Mal P187a5-b7， D171b3-172a3.)森山 (2000)pp.467 -468. 
(51) cf PVII 5b sastrarh mohanivartanam /論書は迷妄を退けるものである。

















戸崎(上)p.52.cf本稿 [2-1] PVII 5a. 
(日:) cf Mal (P173b4-8， Dl59bl-5) 
その中でカマラシーラは勝義に関して三種の語義解釈を示しているが、そのうちtatpurusaとし
ての解釈【それ(勝義)は勝れた (parama)知 (j田 na)の対象 (gocara，spyod yuI)である
からである】を表すものと本文中のものと等しいと思われる。 cf.森山 (1991a)p.7. 
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